
言
葉
プ
リ
ン
ト
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 
一
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
特
徴
を
理
解
し
、
活
用
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.65,66

〉〈ワ
ー
クp.33

〉 

  

１ 

話
し
言
葉
に
つ
い
て
、
次
の
（ 

）
に
、
後
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
入
れ
よ
う
。 

 

▼
話
し
言
葉
と
は
、（
① 

 
 
 
 
 

）
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。 

▼
特
徴
・「
こ
れ
」「
そ
の
本
」
な
ど
、
そ
の
場
に
あ
る
も
の
や
様
子
を
（
② 

 
 
 

）
に
よ
っ
て
示
せ
る
。 

 
 

 

・
状
況
や
相
手
に
応
じ
て
、
内
容
を
（
③ 

 
 
 
 
 

）
で
き
る
。 

 
 

 

・
重
要
な
部
分
を
大
き
な
声
で
言
う
な
ど
、
音
声
を
（
④ 

 
 
 
 
 

）
し
な
が
ら
伝
え
ら
れ
る
。 

 
 

 

・「
…
…
ね
。」
な
ど
念
を
押
し
た
り
、（
⑤ 

 
 
 
 

）
を
求
め
た
り
す
る
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
る
。 

 
 

 

・
重
要
な
内
容
は
、
繰
り
返
し
て
、
相
手
に
確
認
を
求
め
る
。 

 
 

 

・「
市
立(

い
ち
り
つ)

」
「
私
立(

し
り
つ)
」
な
ど
、
同
じ
発
音
の
言
葉
は
、
読
み
方
を
変
え
る
な
ど

し
て
区
別
す
る
。 

  

〈 

省
略 

こ
そ
あ
ど
言
葉 

同
意 

調
整 

音
声 

〉 

  

２ 

次
の
話
し
言
葉
の
文
に
は
、
内
容
を
伝
え
る
た
め
に
ど
ん
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
か
考
え

よ
う
。 

  

▼
今
月
五
日
の
お
昼
に
、
講
演
会
が
あ
る
よ
。
内
容
は
食
の
大
切
さ
、「
食
べ
る
こ
と
」
の
大
切
さ
に
つ
い

て
だ
よ
。 

 
 

五
日
、
火
曜
日
の
お
昼
だ
か
ら
ね
。 

                 



３ 

書
き
言
葉
に
つ
い
て
、
次
の
（ 

 

）
に
、
後
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
入
れ
よ
う
。 

  
▼
書
き
言
葉
と
は
、（
① 

 
 
 
 
 

）
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。 

 

▼
書
き
言
葉
は
、
目
の
前
に
い
な
い
相
手
に
も
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
次
の
点
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。 

 
 

・
「
い
つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
・
何
を
」
な
ど
の
基
本
情
報
を
書
き
、
数
や
程
度
、
物
の
名
前
な
ど
は

（
② 

 
 
 
 

）
に
示
す
。 

 
 

・
誰
に
で
も
伝
わ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
（
③ 

 
 
 
 
 

）
で
書
く
。 

 
 

・
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
、（
④ 

 
 
 
 
 

）
を
適
切
に
用
い
る
。 

 
 

・（
⑤ 

 
 
 
 
 
 

）（「
だ
・
で
あ
る
」）
か
、（
⑥ 

 
 
 
 
 

）（「
で
す
・
ま
す
」）
の
い
ず
れ

か
に
統
一
す
る
。 

  
 

〈 

敬
体 

常
体 

文
字 

共
通
語 

具
体
的 

句
読
点 

〉 

 

４ 

次
の
文
を
書
き
言
葉
に
直
し
て
み
よ
う
。 

 

ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
あ
っ
た
ち
り
と
り
が
一
個
足
り
な
い
ん
だ
よ
。
最
近
使
っ
た
の
は
だ
れ
だ
？ 

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
次
か
ら
は
、
使
っ
た
も
の
は
責
任
を
も
っ
て
片
付
け
て
ね
。 

     

５ 

66
ペ
ー
ジ
下
段
の
新
聞
社
の
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
、
ク
ラ
ス
の
人
へ
の
報

告
の
文
章
に
直
し
て
み
よ
う
。 

 （
新
聞
社
の
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） 

          

※
ワ
ー
クp.3

3

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 
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葉
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て
、
次
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選
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よ
う
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▼
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言
葉
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、（
① 
音
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言
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▼
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の
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に
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や
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を
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こ
そ
あ
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言
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）
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よ
っ

て
示
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る
。 

 
 

 

・
状
況
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相
手
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応
じ
て
、
内
容
を
（
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省
略 

）
で
き
る
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・
重
要
な
部
分
を
大
き
な
声
で
言
う
な
ど
、
音
声
を
（
④ 

調
整 

）
し
な
が
ら
伝
え
ら
れ
る
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・「
…
…
ね
。」
な
ど
念
を
押
し
た
り
、（
⑤ 

同
意 

）
を
求
め
た
り
す
る
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
る
。 

 
 

 

・
重
要
な
内
容
は
、
繰
り
返
し
て
、
相
手
に
確
認
を
求
め
る
。 

 
 

 

・「
市
立(

い
ち
り
つ)

」「
私
立(

し
り
つ)

」
な
ど
、
同
じ
発
音
の
言
葉
は
、
読
み
方
を
変
え
る
な
ど

し
て
区
別
す
る
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〈 

省
略 

こ
そ
あ
ど
言
葉 

同
意 

調
整 

音
声 
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２ 

次
の
話
し
言
葉
の
文
に
は
、
内
容
を
伝
え
る
た
め
に
ど
ん
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
か
考
え

よ
う
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▼
今
月
五
日
の
お
昼
に
、
講
演
会
が
あ
る
よ
。
内
容
は
食
の
大
切
さ
、「
食
べ
る
こ
と
」
の
大
切
さ
に
つ
い

て
だ
よ
。 

 
 

五
日
、
火
曜
日
の
お
昼
だ
か
ら
ね
。 

  
 

・
重
要
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
た
り
、
言
い
換
え
た
り
し
て
念
を
押
し
て
い
る
。 

 
 

・「
食
」
を
「
食
べ
る
こ
と
」
と
言
い
換
え
、
聞
い
て
分
か
り
に
く
い
言
葉
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。 

 
 

な
ど 

            



３ 

書
き
言
葉
に
つ
い
て
、
次
の
（ 

 

）
に
、
後
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
入
れ
よ
う
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▼
書
き
言
葉
と
は
、（
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音
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）
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。 

 

▼
書
き
言
葉
は
、
目
の
前
に
い
な
い
相
手
に
も
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
次
の
点
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
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・
「
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つ
・
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れ
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」
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基
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情
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を
書
き
、
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や
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度
、
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の
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前
な
ど
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（
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具
体
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）
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す
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・
誰
に
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も
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わ
る
よ
う
に
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基
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的
に
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共
通
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で
書
く
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・
漢
字
・
平
仮
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・
片
仮
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、（
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句
読
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）
を
適
切
に
用
い
る
。 

 
 

・（
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常
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）（「
だ
・
で
あ
る
」）
か
、（
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敬
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で
す
・
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す
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い
ず
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か
に
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一
す

る
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敬
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常
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文
字 

共
通
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具
体
的 

句
読
点 
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４ 

次
の
文
を
書
き
言
葉
に
直
し
て
み
よ
う
。 

 

ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
あ
っ
た
ち
り
と
り
が
一
個
足
り
な
い
ん
だ
よ
。
最
近
使
っ
た
の
は
だ
れ
だ
？ 

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
次
か
ら
は
、
使
っ
た
も
の
は
責
任
を
も
っ
て
片
付
け
て
ね
。 

 
 

ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
あ
っ
た
ち
り
と
り
が
一
本
足
り
ま
せ
ん
。
最
近
使
用
し
た
人
は
だ
れ
で
す
か
。 

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
知
ら
せ
て
ほ
し
い
で
す
。
次
か
ら
は
、
使
用
し
た
も
の
は
責
任
を
も
っ
て
片
付

け
て
下
さ
い
。 

   

５ 

66
ペ
ー
ジ
下
段
の
新
聞
社
の
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
、
ク
ラ
ス
の
人
へ
の
報

告
の
文
章
に
直
し
て
み
よ
う
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 （
新
聞
社
の
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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※
ワ
ー
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3

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 

  

部
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。 

紙
面
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
字
の
間
違
い
や
、
事
実
と
合
っ
て
い
な
い
記
事
が
あ
っ
て
は
大
変
な
の
で
、
校
閲 

校
閲
部
は
、
新
聞
の
記
事
に
間
違
い
が
な
い
か
調
べ
る
所
で
す
。
新
聞
社
で
は
、
毎
日
大
量
の
情
報
を
短
時
間
で 

 


